
協議事項１
学校施設及び社会体育施設における
体育館空調設備の計画について

令和７年度 内灘町総合教育会議

令和７年11月20日(木)



町立小中学校体育館における空調設備の状況 １
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・近年の酷暑に伴い、熱中症等の事故を未然に防ぐため、子供たちの
学習・生活の場であるとともに、災害時には避難所として活用される
学校体育館等について、避難所機能を強化し耐災害性の向上を図る
必要がある。

・令和６年能登半島地震の発災時には、鶴ケ丘小学校を除く6小中学校
に避難所を開設したが、体育館に空調設備が整備していなかったこと
から、空調設備のある普通教室を開放して対応した。

向粟崎小学校 １月１日～１月２日
清湖小学校 １月１日～１月２日
鶴ケ丘小学校 開設なし ※鶴ケ丘東公民館に避難所を開設
大根布小学校 １月１日～１月２日 ※大根布公民館に避難所を移設
白帆台小学校 １月１日～１月６日 ※ほのぼの湯・サイクリングターミナルに避難所を移設
西荒屋小学校 １月１日～１月７日 ※ほのぼの湯・サイクリングターミナルに避難所を移設
内灘中学校 １月１日～１月３日 ※鶴ケ丘東公民館に避難所を移設



町立小中学校体育館における空調設備の状況 ２
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・現状、各校の体育館には、令和２年度に新型コロナウイルス感染症対策
として配備した大型冷風扇が２台あり換気は行っているが、熱中症対策
としては不十分である。

・体育館内の暑さ指数(WBGT)により、体育の授業において活動制限を
行っている。

・中学校では夏季休業中も部活動を行っていることから、中学校体育館
から空調設備を整備する。
令和７年度 実施設計
令和８年度 工事予定

・令和９年度以降の小学校６校における整備計画の策定を進める。
①校区の児童生徒数順
②校区の人口順



町立小中学校の状況
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学校名 体育館面積 児童生徒数
(R7.5.1現在)

校区人口
(R7.9.30現在) 地区

向粟崎小学校 1,061㎡ 282人 6,362人 向粟崎、アカシア
旭ケ丘、緑台

清湖小学校 1,159㎡ 213人 4,178人 千鳥台、向陽台

鶴ケ丘小学校 859㎡ 190人 4,969人 鶴ケ丘

大根布小学校 1,057㎡ 273人 5,297人 大根布、大清台
大学、ハマナス

白帆台小学校 996㎡ 367人 3,559人 宮坂、白帆台

西荒屋小学校 1,013㎡ 40人 1,028人 西荒屋、室
湖西

内灘中学校 3,009㎡ 694人 25,393人 内灘町全域
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公立学校施設の空調（冷房）設備設置状況
＜文部科学省調査資料＞



内灘町の屋内社会体育施設
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施設名 主な利用団体 防災計画上の位置付け 空調設置箇所

武 道 館

中学校（体育・部活）
柔道（協会・スポ少）
空手（協会・スポ少）
合気道
居合道
太極拳

指定避難所 無し

向粟崎体育館

健康クラブ・婦人スポーツクラブ
剣道（スポ少）
フレッシュテニス
ラージボール卓球

指定避難所
無し

屋内温水プール 水泳（協会） 指定避難所 トレーニングルーム、研修室

勤労者体育センター
トランポリン（協会・スポ少）
卓球（協会・スポ少）

指定避難所 無し

総合体育館

中学校（体育・部活）
バスケ（協会・スポ少）
バドミントン（協会・スポ少）
テニス（協会・スポ少）
ソフトテニス（協会・スポ少）

※支援物資保管場所 スタジオ

屋内多目的広場 サッカー（協会・スポ少） 指定避難所 研修室


